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山田第五小学校に係る学校規模適正化説明会 議事概要 

（山五小学校の児童の保護者） 

 

１ 日 時  令和５年９月 16 日（土）午後１時 30 分～4 時 5 分 

２ 会 場  山田第五小学校 多目的室 

３ 参加者  山田第五小学校の児童生徒の保護者 33 名 

学校教育部 山下部長 

教育未来創生室 薬師川室長、木村参事、土井主幹、向垣内主幹指導主事、 

渡辺主査、金谷係員 

放課後子ども育成室 堀室長、中村参事 

４ 内 容  山田第五小学校に係る学校規模適正化について 

５ 質疑応答 

 

保 護 者：すいません。この案件はもう確実に決定しているのか、決定していないのかと

いうこと自体がちょっとよく分かっていなくて、最終年内には条例改正で決

定しますっていう形であるならば、まだ疑問に思っていることだったりとか、

不安に思っていることを改善していただいた形で決定することになるのかな

とは思うので、来年になることも考えられてはいるのか、今年の年内で決めら

れるのかを、ちょっと延びるのか、延びさせられないのかっていうのを今知り

たいなと思います。 

 

教育委員会：ご質問ありがとうございます。最終決定かどうかということですが、現時点で

は最終決定ではございません。先ほど説明がありましたように条例改正が伴

いますので、条例改正案を市議会に提案して、市議会によって可決された場合

が最終決定となります。改善の余地があるのかというご質問ですけれども、

我々皆様からご心配事や、こうした方が良いというようなご意見いただきま

したら、そこは真摯に検討させていただきたいと思っております。現時点では

そういった大きな変更はございませんので、我々の考えているスケジュール

としては先程申し上げました通り年度内で現時点では考えております。 

 

保 護 者：ご説明ありがとうございました。説明を聞いた中で統合するという前提で話が、

この案件があがったというふうに受けとめました。その中でデメリットに関

して余りにも検討が薄いという印象を受けました。まとまってはいるんです

けれども、特に心理面です。私自身が子供の時に転校が多かったもので、学校

が変わるということに関しては非常にストレスがかかることだと思っていま

す。学校単位で変わるということで私は個人で動いたのでちょっと状況は違
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うんですが、そこに対するケアや検討が薄いというふうに受けとめました。期

間も 1 年ですし、子供たちは山五に、今私 3 年生の保護者なんですけれども、

今の 1 クラスで最後まで行くんだという気持ちで入学してきています。その

気持ちを裏切るというのは非常に子供にとって辛いというか、思ってたこと

が違うっていうのは非常にストレスになると思っています。そこら辺はもっ

と検討していただく必要があると思っています。なので、時期が早いと思いま

す。計画の面なんですけども、吹田市のホームページでこの件に関する情報を

見ました。2029 年ですかね、少子化になるということで検討をしてるんです

けども、引っ越すのが 2026 年ということでこれもすごい急いでるなという印

象を受けました。数を合わせたいっていうところは教育委員会の思いなんで

しょうけども、そこが非常にそれありきで進んでて、非常になんか生徒・児童

のことが全然考えられてない、保護者も家が遠くなるというところ。山三が減

る、南山田も減る、イコール山中も減るっていうところで、その先っていうと

ころは全然見えてない上で、この山五を山三に統合する話が進んでいると思

っています。非常に何かやっつけ仕事のような印象を受けてます。元々うち山

田市場なんですけれども、山田市場って元々南山田の校区だったはずなんで

すけどもそこが統合されてる。その内容、その背景とか理由とかが全然この資

料とかには説明がない。なので、そういうところが全然考慮されてない。そう

いった経緯、その時のメリット・デメリット。そういうところが検討に入って

いないと思っています。そういう点からいくと先程、全国的に子供が減ってい

る、大阪府が減っているっていう情報あったんですけど、吹田市は人口増加し

てるはずなんですよね。なのでそこの情報が出ていない。何かそこの情報なん

でないんだというふうに思いました。というところで意見としまして、もっと

デメリットの辺を、特に心理面のケアというところはもっと検討していただ

きたい。少子化とかその先々、もっと先のことを見据えると、簡単に山五を山

三に入れることが果たしてふさわしいのか、この先 10 年とか見た上でふさわ

しいのかいうことに関しては非常に疑問が残ります。というのが私の意見で、

もっと検討していただきたいんですけどもそういうことは可能でしょうか。 

 

教育委員会：ご質問ありがとうございます。確かにおっしゃるように今回の学校規模適正化

については統合という手法により、学校を移っていただくことについて、子供

たちのケアは大切と思っております。そこに関しましては我々、教員の人事異

動等でも配慮させていただいて、なるべくご心配を解消できるようにしたい

と思っていますが、今回の適正化、統合することによって教育委員会としては

かなりメリットがあると思っております。現時点では 6 年間ずっとクラス替

えがでず、人間関係が固定化してしまうというのは本当に教育環境としてど
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うなのかというところは真剣に考えさせていただきました。今後これが少し

でも改善すればいいですけれども、先ほどおっしゃったように吹田市の人口

は、局所的に伸びているところがありますが、それは例えば公営住宅とかの大

規模な建て替えによって局所的に人口が増えているという状況で、全体とし

てはやはり減少傾向になるという状況でございます。山五小学校につきまし

ては、ずっと 6 学級が続きますが、中身を見ますともう児童数はどんどん減少

していきます。今後は、100 人を切るような推計でございます。そうなってき

ましたら、1 学年が 10 数人で、男女が数人と数人みたいな形になってしまい

ます。これが本当にいいのかどうかということを本質的な部分で我々考えさ

せていただいています。実際にこういう小規模の学校はどうかなと思われて、

引っ越しされたという実績もあると聞いております。そうなった場合に、1 ク

ラスで男の子が 1 人だけとか、女の子が 1 人だけとか、そのようなことにな

る可能性もあると思っています。本当にそれが子供たちの教育環境としてい

いのか。我々としては早急に手をつけないといけない、改善すべきであると考

えています。昨年からすべて単学級になっているということを考えると、少し

でも早く子供たちのために何とかしないといけないとい思いで、今回提案を

させていただいております。確かに子供のケアは大切だと私も思います。そこ

は、きちんと現場の先生とともにバックアップをさせていただきたいと考え

ておりますので、数合わせで急いで教育委員会が何かやっているということ

だけは絶対にないということはお伝えしたいと思います。過去、山田市場が山

五小に校区が変わったという経過は確かにございます。南山田小学校が当時

大変多くて、そういった中である企業が撤退し、大きなマンションができるた

めに、過大規模校の対策として山田市場の一部を山五小に移させていただき

ました。当時の判断としてはそれがベストであると考えた結果であると我々

は思っております。 

 

保 護 者：ありがとうございました。デメリットのところで学級の固定化っていうところ

だけしか聞こえてこないんですね。そこのデメリットを考えていただいてい

るというのは非常にいいことだとは思うんですけども、それ以外の点がなん

かあまりにないがしろにされているという印象がありますので、そこら辺は

もっと広く考えていただきたいと思います。 

 

教育委員会：貴重なご意見ありがとうございます。 

 

保 護 者：すいません。今お聞きした市場のところが元々南山田だったと私は知らなくて、

それは何年前に山五になったんでしょうか。 
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教育委員会：平成 15 年 4 月に山田市場の 9 番から 11 番、こちらが山田第五小学校に移っ

ておるという経過でございます。 

 

保 護 者：休日のところ説明会をしていただきありがとうございます。去年からいろいろ

案を出していただいていて、Ａ・Ｂ・Ｃ案とあって去年の内容からしたら山田

市場と長野西のところを山五の方に持ってきてやるっていう案が、一番メリ

ット・デメリットを考えた上でいいんじゃないかっていう形で説明されてた

と思うんですね。私もそれで来るのかなと思ってたら、山三と統合という形で

発表されてちょっと驚きはあったんです。確かにうちの子供がこのクラス替

えを経験してメンバー固定されずにできるっていうのはいいことだと思うん

ですけども。やっぱりそちらの案の方でやったら中学も西山田と山田に別れ

るようなこともなく、同じ校区で変更せずにいけるのかなと思うんですけど

も、それが覆されたというか。そのＡ案をあえて押しのけてこの今回の案にな

ったっていうところの理由がちょっと私にはまだ。いろいろ南山田と検討し

たところのデメリットをご説明されてたと思うんですけども、私はちょっと

まだ納得はいけてないかなというところがありますので、もうちょっとその

辺の詳しい説明っていうのをしていただきたいというのが 1 点と、あともう 1

点なんですけども、将来もし西山田と山田でうちの子供が選択しないといけ

ないっていうのは今後当分の間ということで、ちょっと具体的な数字とか期

間を示すことができないとはおっしゃったんですけども、我々保護者として

はそこ非常に重要なところで、ある程度意見が来て最終判断をするってこと

で今ご説明されたんですけども、大体の最終判断というのはどのぐらいの時

期にされるのかっていうところをちょっと教えていただきたいなと思います。 

 

教育委員会：ご質問ありがとうございます。昨年確かに A 案、B 案、C 案という形でアン

ケートをとらせていただきました。その時に山五だけじゃなくって、他の小学

校の適正化も同時にアンケートをとらせていただきました。距離であったり

中学校区の変更とかっていった、表面的な分析をお示しした上で、アンケート

をとらせていただいたという状況です。別に A 案の南山田から校区変更する

という案を我々が推していたわけではなく、あくまで 3 案、他の学校の時もそ

うですけれども公平な形でご提示させていただきました。それぞれの案に対

して、皆様のご意見をお伺いしたいという趣旨で実施をさせていただきまし

た。南山田との通学区域の見直しに関してどういった議論があったのかとい

うところでございますが、先ほど申し上げた通り今回山三から分離して山五

ができました。二つの小さい校区の小学校、山三、山五ができました。それぞ
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れの過小規模校化がどんどん進んで、まず山五が過小規模校になって、山三小

もどんどん過小規模化に向かっている。この分裂した二つをくっつけたら、同

時に 1 度に二つの課題が解決できるというところをご説明しました。それが

南山田との通学区域の見直しでしたら、中途半端な形で山三だけ残ってしま

う。山三をどうするのかというような問題が残ってしまいます。そういった中

途半端な解決方法をとるために、南山田小学校の児童を友達と別れるような

形で転校して山五に来てもらうとなると、南山田小学校の保護者の方はおそ

らく反対されるだろうと思っております。南山田小学校が大きな学校規模の

課題があったり、今回これをすることによって全員ハッピーに問題解決でき

るというようなことであれば、南山田小学校の児童や保護者もしょうがない

よねと言うかもしれませんけれども、課題が残ります。南山田がどんどん児童

数減少していって適正化をしないといけないという状況でもない。隣の小学

校になぜ移らないといけないの、友達と別れて。というような心理的な問題が

起こるのと思っております。また、もし実施したとして、山五小学校が中長期

的に適正化が保たれる規模にする場合には、南山田小学校のかなりのエリア

を山五小学校にしないといけない。昨年示したのが山田市場の残りと長野西、

を変更した場合だったんですけれども、令和 3 年度の推計で、令和 5 年度の

推計で再度見ましたが、それだけのエリアでは足りないという状況です。そう

なった場合に、二、三百人の児童を山五小学校に転校していただくことになり、

今教室が 6 教室ぐらいしか余裕が山五小学校にはございません。昔と違って

通常学級以外に支援学級や学童、通級学級も必要になっている学校も出てき

ている中で、それだけの児童を受け入れるだけのキャパが残念ながら山五小

学校には現在ないです。8 教室以上教室が足りないというような試算をしてお

りまして、そうなればかなり大規模な増築工事をしないといけないというよ

うな状況でもございます。こういった課題がたくさんある中で、山三・山五を

統合するという、根本原因の解決できる案と課題がたくさんある南山田との

通学区域の見直しとどちらがベストかを議論した結果、山三との統合がベス

トであると結論づけました。あと、中学校の経過措置の部分ですが、これもご

説明しましたが、我々の想定では、例えば 5 年くらいで区切ってしまうのは逆

に無責任であると考え、きちんと実績を確認させていただいて、その実績の中

身も学校現場の先生のお声も聞いたりして、きちんと判断できたらと考えて

おります。ただおっしゃるように、何年になるのかわからなかったら弟妹どう

なるの。バラバラになる可能性もあるのというご不安があるということは未

就学児や、先週の説明会でもお声をいただきました。今日も午前中に未就学児

の保護者さんにそのお話はさせていただきましたが、これはあくまで私担当

の意見では、大体今後 5 年ぐらいは過渡期なので山田中学校を選択される子
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もいれば、西山田の選択という結果もあると思います。その 5 年を大体過ぎた

あたりから、一年生からずっと山三小学校に通う子供ばかりになる。そこから、

プラス 5 年の実績を見て、計 10 年ぐらいの実績を見て、やっと冷静な判断、

公平な判断ができるのではないかと担当としては思っておりますので、大体

目途として 10 年ぐらいで、まず第 1 回目の検討に入れば、皆さんご納得いた

だけるのではないかと現時点では思っております。ただこれ組織としてまだ

決定したわけではございませんので、その点については議論の末、皆様に正式

にお話できればと思っております。 

 

保 護 者：説明ありがとうございました。お話を聞いてる中で人口の減少と過小規模って

いうところで、統廃合の流れとしてはもうこれ自体は仕方がないのかなと考

えるんですけれども、やはり私も先程もご意見出てましたが、ちょっと結論が

短絡的なんじゃないかなっていうところに疑問を持っておりまして、例えば

ですね、山三小学校と山五小学校の統合というところの結論を出しておられ

ますけれども、こちらなんか中長期的な観点でおっしゃってますけれどもそ

の過小規模同士の学校が統合したところで、5 年先、10 年先に、今度は山三・

山五を統合したその小学校が過小規模になる可能性っていうのはゼロでは決

してないと思います。そういった意味では山三・山五の統合って一択だけでは

なくて、やはりちょっともう少し長期的な観点から、学区自体を、お隣の学区

だけとかそういう狭い範囲で見たら、課題が中途半端に残るっておっしゃっ

てますけれども、吹田市の中にある山五小学校の学区自体を、それぞれ適切か

どうかっていったところで見直すとか、なんかちょっとそういった検討をさ

れてないような気も、資料からは読み取れないんですけれども。それで山三・

山五統合が最善ですっておっしゃってるところにすごく説得力が欠けるかな

というところでもうちょっとその範囲を広げるとか中長期的な観点で複数案

出した上で、山三・山五が最善という説明の仕方をしていただけたらありがた

いなと思います。そういった意味ではですね、先程中学校の選択とかは実績と

かを見ながら 10 年ぐらい様子を見ながらとおっしゃってましたけども、中学

校の選択はそんなに時間をかけてしっかり向き合うとおっしゃっているのに、

ここ 2 年でこの急ぐ理由っていうのがますますよくわからないなと思ってま

して、この 2 年という時間軸は何でどこからはじき出してこの時間軸で統合

を進めないといけないのか。急ぐ理由、時間をかけられない理由っていうのを

お聞きしたいなというのが二つ目です。ちょっとお話を聞いてて一番納得い

ってないんですけど、山三・山五の統合が最善っておっしゃっているところに

すごく引っかかってまして、それは誰にとって最善なんでしょうかっていう

ところにご回答いただきたいと思います。 
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教育委員会：まずは、その他の地域を再編するというご質問と思います。元々、市内全体の

校区の再編をしてはどうかというところから、実はこの話がスタートしまし

た。課題を抽出して、五つの学校がまずは候補として挙がり、その中に山五も

含まれているのですが、市内の複数の地域、学校の方々、保護者の方とお話を

させていただきました。やはり校区を見直すことに関しましては、かなり皆さ

ん敏感に反応されてかなり厳しいご意見を多数いただきました。大炎上する

ぐらいのご意見をたくさんいただきまして、市内の校区の再編というのは、そ

んなに簡単にはいかないと。やはり市内 36 校小学校ありますけれども、それ

を一つの議論でまとめることは実感としてはほぼ不可能であると。36 校の議

論をするんであれば、36 の校区の保護者と同時に話をしていかないといけな

いというたところで難しいと。1 校 1 校、議論をしていこうというところでま

ずは昨年藤白台小学校の検討をさせていただいて、そこが一定落ち着いたの

で山五小学校というところになりました。今回お示しはしていないですが、い

ろいろなシミュレーションをしております。山五・山三だけを分析して、南山

田との通学区域の見直しだけを分析して、それで結論に至ったというわけで

はなくて様々な議論した上での結論であって、これが我々としては一番良い

という思いでお話させていただいたところでございます。なぜ急ぐのか、中学

校は余裕がある期間を取るのに急いで小学校を取り組まなくてもいいのでは

ないですかというご意見もあれば、早く取り組んで欲しいといったような保

護者さんからのご意見も昨年多数伺っておりますし、我々としてはこの課題

というのは早急に解決すべき課題であると思っていますのでこのようなスケ

ジュールで進めさせていただいているというような状況でございます。 

 

保 護 者：説明会ありがとうございます。先程、南山田の学区変更になるとみんながハッ

ピーになるという話があったと思うんですけど、中学校を山三に行ったとし

て選択制になると思います。その時に山五から山三に行った人たちもそこで

選択しなければいけなくなると思うんですね。中学校に上がる時、小学校 6 年

生の思春期も入ってきて、多感な時期だと思います。親は近い方がいいと思っ

ても、子供はそうじゃないとなった時に、家庭内でも余計な争いが起こるんじ

ゃないかな。今のままだとそのような心配もなく普通に中学校行けるけど、そ

こで選ばなければいけなくて結構大変だと思います。でも、何か選択制にした

からいいでしょっていうふうにも聞こえてしまうので、その辺がすごい雑だ

と感じています。 

 

教育委員会：基本的には山三小学校に統合して、山三小学校は西山田中学校区なので西山田
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中学校区になります。統合前も山田南につきましては、西山田中学校区だった

ので、元の形に戻るということをベースに我々制度設計をさせていただいて

おります。ただ、どうしてもすぐ隣に山田中学校があるので、ここに関しては

一定配慮をさせていただいた方がいいという思いです。強引に元々西山田だ

ったんだから西山田に行ってください、山田中学校はもう行けませんという

ような判断もあったのかもしれないですけれども、そこは一定の配慮をさせ

ていただいたという議論の経過ではあるんですけれども、それが余計子供た

ちにとって選択権を与えることによって良くないよと、マイナスが大きいよ

ということでしたら、その経過措置というのはなくすというのは全然可能で

はあります。 

 

保 護 者：そこを望んでるのではないんですけど。友達関係が固定化するっておっしゃっ

てましたけど、今だと山中に山五と南山田が入るので、そこでまた新しい友達

関係ができると思うんですけど、今度南山田から山中、一小一中になると、今

度南山田の子たちも友達関係が固定化するっていうことが起こるんじゃない

かなとも思います。なので、今山五と山三の問題だけですごく見られてる気が

するんですけど、中学校もそうやって問題になってくると思いますし、昔は確

かにこの辺から西山田中学まで行ってたかもしれませんけど、今これだけ暑

い日が続いてしかも子供たちすごい荷物で帰ってくるんですね、中学生。特に

部活で次の日試合だったらもう自分のかばんに大きい水筒にボールも担いで

帰ってくるみたいな状態で、30 分この暑い中歩いて帰ってくる、また大雨も

すごい降るっていう中で、それは子供たちのことを考えてくださってるのか

なっていうのは少し疑問に思います。先程も我々としては最善だと思いまし

たっていう答えが返ってくるんですけど、それは教育委員会側の視点だと思

います。でも子供たちはどう思っているのかっていう子供たちの気持ちって

いうのは聞いてくださってるのかなとか、聞こうという気持ちを持ってらっ

しゃるのかなっていうのが少し疑問に思います。やはり実際に変わるのは、大

人じゃなくて子供たちなので、しかもこれを 2 年で進めるっていうのは、子供

たちも今すごい心理的にしんどい思いをしています。移る前の今からすごく

気にしてるんですね、子供たち。その辺も考えていただきたいと思います。 

 

教育委員会：ご質問ありがとうございます。まず南山田と山田中学校のお話をいただきまし

てありがとうございます。吹田市内には他にも一小一中のところがございま

して、今回南山田と山田中学校につきまして複数クラスあるということで、一

定人間関係の固定化というのは防げると考えております。あと、子供の気持ち

ということで今おっしゃっており、まさにその通りであると感じております。
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我々としてはやはり教育環境を守っていくというところがございまして、そ

れは今の子供たちもそうですし、今から小学校にどんどん入っていく子供達

もそうだと考えております。あわせて、どうしても今この小学校のお子さんが

山三に行くということは、先程もご意見ありましたけども、心理的な負担が大

きいということもありますので、そのあたりは可能な限りそういったご負担

を軽減できるような取り組みを考えていきたいと思います。先ほど少しお示

しをさせていただいて、ちょっと薄いのではないかというご意見もいただい

ておりますので、またアイディアなどもいただけましたら、そのあたりのこと

を真摯に検討させていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

保 護 者：3 年前までＰＴＡをしていて、昨年吹田市ＰＴＡ協議会の本部役員もしていた

ので、この学校規模の適正化でいろんなことを考えてくださってるっていう

のはすごいよくわかるんですけど、ちょっと私の方も聞いてると今令和 5 年

からちょうど令和 17 年のところ推移しているグラフが出ていますけど、ここ

のところで言うと昭和 52年のところからの学生数の推移のところだけを見て、

統計の分析をされているにも関わらず今このタイミングですぐに決めてしま

うというのは、少し急ぎ過ぎなのかなというところが一つ。ただ、この学校の

規模で人が少なくなるというのは、もちろんそのデメリットもあるんですけ

ど、果たしてその山五小に通っていただいてる保護者の方、学生達、子供達は、

デメリットをどこまで感じているのか。逆にメリットがどこにあるのかを、そ

の両方から考えた上で学校教育っていうのはしっかり考えていただくことが

すごい大事かなと思います。二つ目に私自身住んでるところが先程から話題

に出てる山田市場 9 番のところなんですけど、子供が西山田中学校に行くっ

て考えた時に家のところから山田中学校に行った時に 70 メートル、西山田中

学校まで行ったらどれぐらいかかるかわかりますか。 

 

教育委員会：大体ではあるんですけども、1.7 とか 1.8 とかそれぐらい。 

 

保 護 者：1.8 ですね、往復でいうと 3.6 キロ。先程もおっしゃられてた、そのどんどん

暑くなってる中それだけの距離 3.6 キロ歩くって結構大変やと思うんですけ

ど、私の家からでも 3.6 キロでまだまだ遠い方もおられると思います。中学校

に行った時に選択制にして子供の配慮を考えていただいてるかと思うんです

けど、山三に統合されて山三で仲良くなった方達が居てる中で子供たちがど

う考えるって考えたら、山三の子達みんな西山田に行くけど私は山中に行く

っていう子も中にはいるかもしれないけど、西山田中学校を選択するってい

うところは子供たちの中では多いのかなと思います。それっていうのは、選択
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の自由になるかっていうとまたちょっと違うところになってくるのかなとい

うふうに考えますので、その子供の教育っていうところを考えていくってい

うのであれば、その人の環境で子供たちがうまく心理的な環境、あとは地域の

人達が山五小がなくなったらどうなっていくのかっていうところ、いろんな

ところの思いを含めた上で、学校規模というところを考えていただけるとい

いのかなと思います。そこはもうしっかり熟慮していただいた上で慎重に丁

寧にやっていただいて、どんどんどんどん人が少なくなっていってるってい

うのはすごいわかるところではあるので、そこのところも含めた上でまたご

提示いただけますと幸いかなと思います。 

 

教育委員会：貴重なご意見ありがとうございます。 

 

保 護 者：ありがとうございます。ちょっとおっしゃってたんですけど、中学校の空気の

問題だとか、あと 2 年しかない。中学校の選択制は 10 年。でも一番大きな問

題の統合が 2 年というところちょっと疑問しかないんですけども、その選択

をもしするってなった時に、本来は自分が行きたい区域以外の中学校に行く

時って書類を出したりだとか申請っていうものがあると思うんですけどそう

いうのは簡易にできたりとか、子供たちの書類だとかいちいちそういうのが

どうなっていくのか。あと小学校自体なくなってしまった後の山五はどうな

るかっていうのも結構ちょっと気にしていまして、ちょっと潰すっていうお

話も聞いたりして、2 年前に改修工事したばっかりなんですけれども、それを

どうやって生かしていくのかとか、多分その教育面でもそうですけど地域の

ものでもあると思うんですね、避難場所であったりだとか。そういうものを含

めて、本当に 2 年ではないといけないのか。時間をかけないといけないものが

違うのではないかなと思うんですけど、もうちょっと 10 年、選択制みたいな

10 年来のことではいけないのか、2 年っていうことではいけないのか。その 2

年を絶対なのかっていう小学校の行く末とか、後にどう使われてるっていう

のをちょっとお聞きしたいんですけれども。すいません。 

 

教育委員会：我々この議論に至る前に、外部委員で構成する審議会に答申をさせていただき

ました。その外部委員というのが大学の教授が 2 名、小・中校長先生が 1 名

ずつの 2 名、ＰＴＡからの代表が市Ｐから 2 名出していただいて計 6 名で、

どうあるべきか、吹田の教育の規模、環境というのはどうあるべきかというと

ころをご議論いただきまして、31 学級以上の過大規模校、そして 6 学級以下

の過小規模校、この二つについては速やかに課題解消を図るというようなお

答えをいただいて、それをベースに教育委員会として議論した結果、基本方針
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という形でその考え方を我々としても持たせていただいているという状況で

ございます。そういった中で、我々過小規模校の課題様々ある中で、それを速

やかに解消すべきという立場で、今そのスケジュールで進めさせていただい

ておる状況でございます。2 年と経過措置の 10 年とすごく違うんじゃないで

すかというお話もあろうかとは思いますけれども、経過措置はあくまで配慮

でございますので、今回の過大規模校・過小規模校の課題解決のスピードと同

じように比較するのは違うと私個人は感じております。山五小学校を今後ど

うするのかということにつきましては、結論から言いますと未定ではござい

ますが、すぐさま校舎を取り壊すことは全く考えておりません。教育委員会と

しては、教育委員会が持っている課題の解決の場に活用できないかというと

ころを考えてはいるんですけれども、ここに関しては市長部局との検討とい

うところも合わせた上で、今後決定していこうと思っております。噂ですぐに

壊すみたいなお話があるというふうに先程おっしゃってましたけれども、す

ぐに壊すということは全く考えていないとお伝えしたいと思います。 

 

保 護 者：すいません。昨年引っ越してきた者がちょっと紛れてるんですけど、地図を見

ていて、ごめんなさい簡単な疑問なんですが、山三小学校の地区の子も山中近

いと思うんですけど、山三小学校、山五小学校が一緒になって、また遠い西山

田中学校になるのは何でなんでしょうか。 

教育委員会：山五が西山田中学校になるのは何故かということでしょうか。 

 

保 護 者：いや、山三小学校の地区も西山田中学校は遠いような気がしまして。一緒にな

るなら山中でいいんじゃないのかって、去年引っ越してきた者からしたら。も

う本当に暑いし行き帰りの危険がちょっと親としては心配かなと。 

 

教育委員会：山三小学校については、元々歴史的な経過からも西山田中学校でございますの

で、その枠組みは今回も山三小学校は変えないと。従来通りの枠組みの中で進

めるということでございます。 

 

保 護 者：それは検討されてですか。 

 

教育委員会：これまでの枠組みは変えないという結論に教育委員会として至っているとい

う状況でございます。 

 

保 護 者：ご説明いただきありがとうございました。過小規模校はあんまり良くないみた

いなこと言われてますけど、コロナ禍の時でも教室でうけられてみんなが登
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校できたし、運動会も従前の通り 1 年生から 6 年生みんなで実施できたし、6

年生から 1 年生までの上下関係の交流もすごくあるし、私的にはすごくうち

の子は兄弟がいなかったので、すごくありがたかったなっていうプラスの面

もすごくあると思うんです。確かに、クラス替えがないことは子供たちの中で

あるかもしれないんですけど、その分深く人と関わりを持てるんじゃないか

なって思ってるんですけど、今回の合併の説明が子供たち経由で来たので、す

ごく不安な気持ちを今与えてます。この合併が、質問 2 つあって、中学校選べ

るって聞いたんですけど、いきなり 2 年ちょっと 1 年ちょっとの交流もどれ

ぐらいあるかもわからない中で、いきなり合併になって 6 年生は小学校最後

の修学旅行や、ずっと頑張ってきた大切な行事もある中で、いきなりその新メ

ンバーで気まずくはないのか。子供たちはいきなりその合併もまだ決まって

ないのに、9 月で説明されて余計困るんじゃないかなって思うんですけど、も

う 9 月にはもう子供たちに説明はしてしまうんでしょうか。あと中学校も選

べるって聞いたんですけど、中学校はクラス替えとかで何月までに意見を出

さなきゃいけないっていうのはあると思うんです。それをいきなり大好きな

小学校がなくなって、何とか気持ちを立て直して頑張ろうと思っている中で、

考えてくださってるのはすごくありがたいんですけど、なんかいきなりそこ

で中学校どっち行くみたいな質問を子供にするのはちょっとどうなんだろう

っていうのもあるし、1 年間しか交流の機会ってないのかなっていうのも親と

してはちょっと不安です。やっぱりいきなり小学校なくなるよ、じゃあ来年で

ちょっと触れ合って皆で仲良くなって、再来年じゃあまたいってらっしゃい

っていうのもやっぱ子供達の立場としてすごく不安なんじゃないかなってい

うのが思ってます。なのでちょっと子供たちの声をもうちょっと聞いて欲し

いなっていうのと、いきなりその説明会を封筒にも何もない状態でぴらっと

渡されて、ちょっと子供たちもみんなすごく不安がっているので、それをもし

今後そういう合併するっていう小学校があるとしたら、そういうことはやめ

ていただきたいなって思います。何かまとまってないんですけど、以上です。

すいません。 

 

教育委員会：ご質問ありがとうございます。今のご質問をお聞きしてお子様はおそらく 4 年

生いらっしゃるのかなとか思いながらお聞きしてたんですけども、確かに 6年

生で山三に行って、そこから次の年は中学校を選ぶというのはお子さんには

かなりご負担がかかると考えております。その辺のお気持ちは我々も理解を

させていただいております。そういった中で今回苦渋の決断の中、我々も課題

解消を進めさせていただこうとしているところでございます。先程も申し上

げたところなんですけれども、そういったお子様の心理的なご負担を少しで
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も軽減させていただけるような取り組みっていうのを考えさせていただきた

いと思っています。今回の資料でお示しできてない部分もあろうかと思いま

すし、今後ご意見いただきながらどういった取り組みをすれば、お子さんの負

担、気持ちの負担を少しでも減るのかというところは考えさせていただきた

いと考えております。よろしくお願いします。 

 

保 護 者：ご説明ありがとうございました。まさにその 4 年生の子供を持っている者なん

ですけれども。4 年生の子供の親です。私元々転勤でここにきました。吹田っ

てとってもいい町だと思ってます。実際、お姉ちゃんも上が中学校、山中へ行

ってます。こういう話になっている中で、今たくさんのお父さんお母さんがお

話されたので大体同じ内容なんで重複するところもある。大して正直返答に

なってないものもいっぱいあるんですけども、一通りそれがその質問に対す

る Q＆A になってるのかなっていうところで、ちょっと重複するところがあ

るかもしれないんですけれども。まず、吹田市役所のデータで、山五も山三も

人数があんまりそこまで大きい変化がないっていうデータもあったんですけ

れども、先程おっしゃってたように今までのデータでこう減っていく中で、な

ぜこのタイミングで急ぐのかなと。やっぱりもう少しこの時間をもてば、納得

しない人もいるかもしれないですけども、まだこんなバチバチすることもな

いのかなっていう感じを受けてます。やっぱり当然お家を買われてる方もい

たり、その距離の問題だったりとか、そういうのもあると思います。自分の引

っ越してくる時に、家を選ぶ時に距離、安全性ちゃんと調べて部屋借りました。

通学路が安全かどうか、車が飛ばしてないかどうか。夜はどうだ、朝はどうだ

とか、ちゃんと調べた上で今住んでいます。それがやっぱり変わるんですよね。

距離も変わるし、どうですか今皆さん逆に質問したいんですけども、山五の正

門から山三に行った時、1 度でも歩かれてますか。全員歩いてますかね今ここ

にいらっしゃる方。歩きましたか本当に。何がありますか右手側に。何があり

ましたか。 

 

教育委員会：竹藪です。 

 

保 護 者：そうですね。誰の持ち物ですか。 

 

教育委員会：所有権までは確認できてないです。 

 

保 護 者：そういうのもひっくるめてリサーチもしてない中であそこを通すのかとか、安

全のどうするのかとかって今進路を変えるとかいろいろありましたけれども、
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まずそういうのも見えない。カメラ付ける、グリーンライン引くとか、解決す

るわけないじゃないですか。朝 8 時にそこ通りましたか、小 1 時間でも立っ

て見てましたか。夜 17 時ぐらいにちょっと暗くなりかかってる時に、立って

その状況見てますか。 

 

教育委員会：危険な箇所だというのは認識してるので、山五内に通路を別に作って、安全確

保をしたいというふうに考えております。 

 

保 護 者：そこなんですけど、その山五を抜けた子が違う学校に行かなきゃいけない。つ

まりこの山五に通いたいと思った子が、通えなくなった子達、そこを通ること

をどう思ってるかとか、そういったの考えたことありますか。 

 

教育委員会：おっしゃるご意見実は先週も出ておりまして。そこに関してはおっしゃる通り、

自分たちの思い入れのある学校を横目に通学される児童に関しましては、精

神的な影響というところもあるのかなというふうには、ご意見をいただいて

我々も認識をしておるところでございますので、例えば違う通路のご提案と

かがあれば、そこは真摯に検討させていただこうかなとは思っております。 

 

保 護 者：それの選択肢もやっぱり出さないと。それは今からかもしれないですけれども、

全然そういったのが足りない。配慮も足りない。さっきいろんなお母さん方が

言ってましたけども、教育委員会って誰のためにあるんですかね。これ根本的

なとこだと思うんですよ。親のためではないです。子供のためですよね。その

子供たちの気持ちを汲み取っているようには見えないんですよ、はっきり言

って。聞いてもいないし、噂だけ回って混乱して、心配になって。とてもじゃ

ないけど理解ができない。やってることは統計論だったり全体的なことをや

ってる、確かにそうだと思います。人数が少ないことによって、教育のさっき

ご説明ありましたけども、そういうのはわかります。当然わかります。ただ、

小学校入る時からこうなるってのを理解した上で今言ってるんですよ。少な

くなるなって、1 クラスになるなというのでやって選んでる人達もいるはずで

す、多分おそらく。やっぱ嫌だけども引っ越しもできないとかいろんな家庭の

事情でいろんなのでできない人もいるかもしんないけども、それをあえてや

ってる人達がいるんですよ。それは親のエゴかもしれないですけども選択し

てるんです。今通ってるんです。もう一つ言います。さっきおっしゃってまし

た転校のイメージになるんですよね。1 年間だけ山三に行くんです。微妙な空

気、あっちの方が数多いですから。おそらく力の論理でいけば、向こうの方が

強いと思います。当然よそ者が来た形になりますから。普通人間ってそうです
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よね。距離空きますよね。最初からウェルカムで仲良くなれるかっていったら

微妙だと思うんですよ。そうなるかもしれない、ただそれは確実です。誰もわ

からない。それをやった上でですよ、1 年間やっただけで、はいどっちか行っ

てください。多分山中行くと思いますよ、お姉ちゃん山中行ってるから。本当

にそれでいいのかな。この話を聞いた時思ったのが、この微妙な何年か行って

る子たちは犠牲の世代だと思います。言葉悪いかもしれないですけど、それぐ

らいのそれをやってるっていうことを、ちょっとそういう意味もひっくるめ

ても。かと言って 2、3 年延ばせという意味ではないですよ。それが自分の子

供だけよければっていう意味ではない。もうちょっとやり方とか、もうちょっ

とみんなと話し合う時間とか、そういったのがあってしかるべきなんじゃな

いか。今日来て説明会を受けて、決まってますっていう路線でいかれる。当然、

議員通すかどうこうとかあるかもしれないですけど議会を通そう。じゃあま

だ決定ではありませんよっていうのは、建前上はそうですよ。だって決めるの

は議員だもん。もっと言ったら議員を選んだのは我々です、多分おそらく。そ

ういう論理でいったら通るんでしょ。ただ、あまりにも雑。あまりにも配慮が

足りない。もうちょっと言葉だけじゃなくてね、配慮します、検討します、こ

れが最善ですとか、そういう言葉だけじゃなくて。もうちょっと入り込んで、

もうちょっとしっかりこっちのメンバー、もっと親とかと話し合う時間を持

って本当にこの 2 年というのが正しいのか。2 年ですよ。それをちょっと考え

て欲しいなと思います。だから今、基本的に自分が聞きたかったことの Q&A

も皆さんが言ってるその通りなので、それをいちいち答える必要はないです

けれど、意見は言わないと。やっぱりそれは親として言う責任があると思って

ます。若干感情的になってるところ少し自分でもわかってますけども。みんな

すごい紳士的、すごい優しい人達だと思う。怒号が飛んでもしょうがない、怒

号が飛んでふざけんなと言われてもしょうがない内容やとそれぐらいの感覚

で聞いてます。自分の子供たちが本当にそうだった時にどうするの。もし自分

の子供が本当にその立場にいるんだったら、こんな感じにならないと思う。さ

っきの答え言いましょうか。朝 8 時ぐらいあそこ車通らない道なんですけど

あの通学路、バイクがガンガン通りますよ。はい、轢かれました。どうします。

責任取るのかって話になる。グリーンライン引くだけで本当に車が、自転車が、

オートバイが避けると思いますか。世の中いっぱい事故ってるじゃないです

か。子供のとこに突っ込んだりとか。そういうのを考えて家を選んでる人間も

いるんですよ。もっと本気だったら、リサーチ全部、みんなが納得する数字、

回答、意見、出してきて。納得させないと。議論になってない。説明になって

ないと思います。 
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教育委員会：リサーチ、ちゃんと通学時間にスタッフがそこに張り付いて、どういう状況か

っていうのを把握した上で、新通学路というところの設定を考えております

ので、その辺もご理解いただければなと思います。 

お時間来てますけどまだ延ばしても大丈夫ですかね。ご都合の方大丈夫です

か。ちょっともうしばらく延長させていただきます。 

 

保 護 者：すいません。覚えていていただいてますでしょうか。先週も説明会に参りまし

た。2 年生と 5 年生に子供がおります。１週間前に同じ説明をお伺いいたしま

した。全く納得もできず、その場におられた保護者さんが説明されたことに対

して、それこそ何度か単語に出ていますけど、真摯にお答えいただいたという

ような実感があまりありませんでした。家に帰って何が起きてるんだろう。あ

の説明会は何だったんだろうと思うような 1 週間でした。今日来るかどうか

も本当は悩んだんですけれども、子供がどうしても自分の気持ちを伝えて欲

しいと言ったので、本当はもう聞くのもしんどいくらいだったんですけれど

も、ちょっと出て参りました。私は山三には行かないと。中学校選択させても

らえる、意味がわからん。3 年間仲良く暮らしたお友達の 3 分の 2 は、西山田

に行くことが確定していて残りの 3 分の 1 が山中と西山田に別れる。そした

ら自分は西山田に行きたいと泣いていました。親の私は山中に行かせたい。な

ぜかというと小学校は近い、中学校はさらに近いという理由で私は家を買い

ました。その理由で家を選んだんです。そういう家なんです。子育てにおいて

何を大事にするか。各ご家庭あると思います。我が家に関しては学校が近いと

いうことを理由に家を買いました。通学路、規模、全てわかっています。規模

が小さいこと、学区が狭いこと、全てわかっていて私は選びました。そこにメ

リットを感じてここにいます。あなたたちが感じているメリット・デメリット、

私が感じているメリット・デメリットは違います。そこのすり合わせも丁寧に

なされないままに議案書の提出はやめていただきたい。前回の説明会でこれ

はどうやったら止められるのかと聞かれた保護者さんがおられました。反対

意見の内容によるとお答えをされています。どのような内容だったらこの統

合は止まるのでしょうか。2 回説明をお受けしましたけれど、全く子供のこと

もその子供を日々育てている私たちのことも考えていただけるようには感じ

られないんですよ。すごく今まで大事にしてたものを壊された気分でおりま

す。どれぐらい私たちの気持ちって吹田市教育委員会に伝わっているんでし

ょうか。皆様のお答えもたまに主語が「私は」だったり、「私の個人の意見と

しては」だったり、吹田市としては、吹田市教育委員会としてはコロコロ変わ

りますよね。もっと時間をかけて私たちと話をして、本当に子供たちのことを

思ってくださってるのか。もっと時間をかけて私たちと一緒に考えてもらえ
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ませんか。私達結構真剣に子育てしてるんです、ここで。こんなに簡単に、た

かが 2 年、2 年後にはあっち。中学は選べるよ。不安しかないです。他の学校

の友達にこの話をしました。実は山五の少なさをメリットに感じて引っ越し

をする予定の友達がいました。慌てて止めました。家を買ってこっちに引っ越

してくる予定のお友達を必死で止めました。賃貸に住んでて一軒家を買おう

としてる人ちょっと躊躇してます。2 年後にはだって違う学校に行くかもしれ

ないんですよね、吹田市内に住んでる限り。もうそろそろこのペースやめませ

んか。一番の影響受けるの子供なんです。私たちは子供が大事なんです。あな

たたちも吹田市内に住んでる子供のことを大事に思ってくださるんだったら、

もうちょっと真剣に考えてもらえませんか。言いことは山程あるんですけど

以上です。 

 

教育委員会：ご意見ありがとうございます。お気持ちの方受けとめさせていただきました。

ちょっとなかなか我々の方もお示しをさせていただきましたように過小規模

校というところの課題というのはやはり大きなところというふうに思ってい

ます。これを進めていくに当たりましては、課題とか心理的な負担もあろうと

思いますので、引き続きご意見はお受けしながら課題解消に努めていきたい

なと思います。 

 

保 護 者：ご説明ありがとうございました。先週も来たんですけども、最善とすごく言い

切られていて、先程西山田に山三の方がみんな行かれてるのも、山田にしたら

いいんじゃないかって聞かれた際もそれはもうずっとそうなんで、山三は西

山田でそのまま行きますって言い切られたんですけど、それやったら山五も

山五のままで山田中学に行く。このままはそんなにいけないことなんでしょ

うか。今人数は少ないですけれども、やっぱり学年を超えて仲良くしてますし、

先生も手厚いですし、私個人としてはかもしれないんですけども楽しくとい

うか子供たちはみんな満足して通ってるんじゃないかなと思ってます。それ

を山三に変わったことによってもうすでにでき上がったところに入れられて、

仲良くなれたと思ったら同じ中学に行くのか、違う中学校に行くのか、自分で

選ばないといけない。親としてはもちろん山田中学校に行って欲しいんです

けど友達基準で選ぶと思います、子供に選ばせたら。そうなるとうちの事情に

はなるんですけども、西山田やったら歩いて 30分ぐらい。もっとかかります。

それってもう安全面でももちろん心配ですし、防犯とかっていうことなんで

すけども。夏も熱中症だったりとか、今でもすごい荷物で帰ってくるんです。

距離的にはやっぱり自転車通学とかできる距離でもないと思うんですけども、

それでも本来心配するとこじゃない心配は増えるわけなんですね。山五のま
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まで行くことがそんなに駄目なのか、どう駄目なのかをちょっと知りたいっ

ていうのと、その選択させるのって酷すぎないかなっていうのが第 1 です。や

っぱり最善って言い切られてるのも誰にとって最善なんやろうっていうのが

疑問ですし。山五の人たちがみんな最善って思ってるのかも疑問です。ちょっ

と 2 年っていうのも短いっていうのももちろん私としても納得ですし、もう

一方的にほぼ 99.9％ぐらい決まった状態で言われても、誰 1 人納得しないん

じゃないかなって思います。以上です。 

 

教育委員会：最善という言葉のところを皆さん使っておられるのかなあと、先程から何度も

ご質問、ご意見をお受けさせていただいております。絶対的最善というところ

と相対的最善というところがあって、絶対的な最善というふうに受けとめら

れたのかなと。我々としてはこのまま過小規模校のままで残す。で、他のいろ

いろな手法がある。そういった選択肢の中で、相対的に統合というところが最

善であろうというふうな結論に至っておるというところで、おっしゃるよう

に様々な課題であるとか、そういったのがあるというのは重々承知しており

ます。先程もおっしゃってたような、通学路の問題であったり、子供の心のケ

アの問題であったりというところは、我々きちんと対応していかないといけ

ないという思いもございます。あと、我々も万能ではございませんので、地域

に実際にお住まいの保護者の方々からよりこうした方がいいよというような

アドバイスがいただけて、それで我々もそこの視点を加味した上でよりよい

ものにしたいなというふうに思っておりますので、ご意見、メール等で今回の

説明会の案内を送らしていただいた通知文にメールを載せてますので、その

メールでもお叱りでも結構ですし、アドバイスでもご助言いただけましたら

我々としてはありがたいなと考えております。 

 

保 護 者：小学校 2 年生の保護者です。現状、支援学級に在籍しておりまして、学童でも

配慮を使わせてもらってます。児童が転校することによる心理的影響に対す

る心配というところで、全員同じ学校に通うことができますとだけ書いてあ

るところにすごく引っ掛かっていて。もうちょっと具体的に、次また説明会何

度かあるとは思うんですけど、もうちょっと具体的なところを出して欲しい

なって思います。先程先生の人事異動とかも考えてますっていうことだった

んですけど、保育園から小学生に上がる時も、保育園時代からもう小学校に下

見に来て、授業を見てもらって、子供に。先生にも子供を見てもらって、学童

の先生にも保育園に来てもらってっていうふうに、しっかり見てもらってか

らの入学でやっと 2 年生になったとこなんです。支援学級に在籍してるかし

てないかに限らず、小学生ってすごく繊細だと思うので、この一文でまとめら
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れるとやっぱり違和感をすごく感じるなっていうところがあるので、もうち

ょっと具体的にどんなことをしますっていうとこ挙げてもらいたいなって思

います。以上です。 

 

教育委員会：すいません。今おっしゃってた一文っていうのはどこに記載の一文でしょうか。 

 

保 護 者：29 ページです。保護者の主な心配事への対応のところですかね。 

 

教育委員会：おっしゃっていただいてる通りで、仮に例えば山五の子供たちが二つに別れて、

どこが行ってしまうよりも、全員で移るということをお示しただけでありま

す。実際にそうであったとしても、相当の心理的な負担をお持ちに、与えてし

まうということをこちらも認識をしているところです。ご意見ありがとうご

ざいます。 

 

保 護 者：すいません。今一番下の子が 1 年生で、上の子中 1 で、その上にまたさらに高

2 の子がいます。全員山五小で、山田中学校に行きました、2 人は。一番最初

に申し上げたいのは「僕の個人的な意見なのですが」っておっしゃったあれは

言ってはいけないと思います。個人的な意見ではなく言われたことは全て市

の意見だとこちらは捉えます。なのでやめていただきたいです。5 年、10 年っ

ていうのは多分市としてはやらないと思います、私は。で、5 年前に学童が崩

壊いたしました。その時も、うちの真ん中の中 1 の子が在籍しておりまして、

安心して預けられなかったので、夏休みが終わった時点でもう学童を辞めさ

せた経緯があります。当時の吹田市の職員、もうその関係者は入れ替わってい

て誰 1 人としておりません。そう聞いております。なので、この 5 年後、10

年後とおっしゃっても多分、いらっしゃらないのかなと私は思ってしまうん

です。申し訳ありません。それからですね、校長先生から小学校 1 年生の子供

に学校が変わるかもしれないというお話があったと息子から聞きまして、大

変びっくりしました。そんな話私は聞いてませんでした。なのに何で校長先生

はそんなことおっしゃったのか。校長先生学童が荒れた時に、何回も見に来て

くださってた方なんです。子供のことを誰よりも考えてくださる方が、そんな

ことを子供にまず言いますか。私は教育委員会から何かあったのかなとしか

思えません。子供に説明する前にまず保護者に説明会とかがあって、徹底して

から言うべきじゃないんですか。子供はもう不安になってます。新しい学校は

絶対行かないって言ってます。こういうことはやめていただきたい。順序が全

然違うんじゃないですか。不安にならないようにっていろいろおっしゃって

ますけどまず不安にもうさせてます。他のお子さんも一緒です。なぜ与えなく
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ていい不安をあえて与える必要がどこにあるんですか。手順間違え過ぎです。

資料も薄っぺらいです。小学校のことしか考えてない。中学校のことの資料全

然ないです。なぜなら、西山田小学校のことが何も書かれていない。中学校が

一緒になるのに。何クラスあるのかもわからない。何人いるのかもわからない。

中学校何クラスあるのか。何もここにはあんまり書かれてないですよね。学童

もそうです。新しい学童になる。そっちの資料はどこにあるんですか。口頭で

言われただけですよね。2 年後に変わるんだったらその資料いるんじゃないん

ですか。 

 

教育委員会：すいません。山三の学童のことなんですけども、山三のことは人数については

すいません、お示しできていなかったんですけれども、どちらかというと委託

になることであったり、どこが運営してるとかいう状況という山三にどうい

うふうに移るか、山三に移るというところを中心にご説明をさせていただい

たと思っております。もう一つ、山五過去に委託がうまくいかなかって、職員

戻ってしまったっていうのは我々も重たいことだと思っておりますので、そ

こも確かにおっしゃられたように、当時の職員っていうのがおりませんので、

私も直接には関わっておりませんけれども、当然組織として委託の取り組み

をするというかなり大きな出来事だというふうに認識しておりますので、こ

ういった説明会の中でも資料の一部としてしっかり落とし込んで、皆さんに

こちらから説明させてもらってると思ってますので、今おっしゃられたこと

には我々も真摯に向き合って説明させていただいているということだけご理

解いただきたいと思います。 

 

保 護 者：すいません。理解できません。薄っぺらいですし。そろばんがあります。それ

は全員参加なんですか。費用がかかるんですか。そういうところからも保護者

は不安が募ります。細かい資料をもっと欲しいです。 

 

教育委員会：その辺りはすいません、個別に質問いただく中身かなというふうに思っており

ますので、質問あればいただきたいなと思っております。すいません。 

 

保 護 者：うちも学童行っているんですけれども、個別にというよりは全体にご説明いた

だいた方が育成室に通わせている保護者としては安心かなと思いますがいか

がでしょうか。 

 

教育委員会：基本的に保育料であったりその辺の費用というのは同じですっていうのがや

っぱりお伝えさせていただいているので。 
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保 護 者：それ 1 例ですよね。その 1 例じゃなくてもっと全体の情報をまず出して欲し

い。 

 

保 護 者：というか、そもそも学童は別でちゃんと説明会を行うべきなんじゃないかなと

思うので、今ここで山五小学校の話と学童の話が一緒になること自体が、ちょ

っと学童に通われてない方もいるので、学童の詳しい話がなかなか聞ききれ

ないので、ちゃんと分けてやることがやっぱり丁寧な対応なんじゃないかな

っていうふうには思います。すいません横から。 

 

保 護 者：私もそう思います。全然納得がいきません。小学校に関しても、中学校に関し

ても、学童に関しても、全てです。 

 

教育委員会：現時点では確かに議論たくさんあると思いますけれども、一緒に説明をきっち

りさせていただきたいというふうに思って参っております。 

 

保 護 者：ちょっと地域の観点から申したいと思うんですが、下校時のパトロールってい

うのを皆さん保護者の方に皆さん毎日ご協力していただいてるんですけれど

も、山五の地区の見守り隊の方にも毎朝と下校時、毎日していただいておりま

して、今度山三と統合するっていうことになりますと、地域の関係もどうなる

のかなっていう不安もありまして。いつも見守り隊の方であったりとか、他の

山五の地区の方達もいつも子供のこととか見てくださったりしてるので、こ

こで山五の地区は小さいっていうこともあってかもわかんないんですけれど

も、やっぱり治安もいいですし安心して、安全な地域なのかなっていうのは自

分も思っておりまして。皆さん西山田の中学校に行くとなれば、距離が遠いっ

ていうことで山田中学校は近いっていうことを皆さんおっしゃってるんです

けれども、やっぱりここの、この山五の地域、山中すぐ近くですのでやっぱり

地域的にも安全っていうか、治安も良いっていうところで、山中にも行かせた

いっていう親御さんもいるのかなって私はちょっと思っておりまして。そう

いったところも今日提示していただいたデータであったりとか、人数が少な

くなってきて今後子供たちの教育にも関わるということなんですけれども、

そういうところも考えてこれから決めていっていただきたいと思うんですけ

れども。そういうこういうここの場所で出て話っていうのはちゃんと聞いて

いただけるのかなっていうのがすごく不安に思っています。ちょっとさっき、

先程の話にも出たように学童の民営化になった時に、今中学 2 年の山中に行

ってる息子が言うんですけれども、その子の時に民営化になりまして、やっぱ
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り民営化になる前に吹田市の方とこういう話の場を何回も設けていただいた

んですけれども、結局民営化ありきでこちらの保護者の意見を全然聞いても

らえなかったっていうイメージがありまして。で、結局、学童も崩壊したみた

いに荒れに荒れて。結局大変だったのは子供たちとか保護者であったり、先生

だったので、ここの意見というのをちゃんと聞いていただきたいなっていう

のをすごく思っています。以上です。 

 

教育委員会：ありがとうございます。本日いただきましたご意見、また、こちらの議事録も

整理させていただきますので、その中でちょっと整理をさせていただきまし

てどういった形で対応させていただくのかというところの形態など整理させ

ていただきたいと思います。ありがとうございます。 

 

保 護 者：すいません。いろんな方がお話してるんで重複するとこありますけども、本来

さっき 6 名の方が、お偉い方が教授とかいろんな方々が決めた意見が一つの

意見であって、我々こういうゴールが決まった状態でこういう説明会をする

んじゃなくて、教育委員会としてこういう意見が出ましてこういうふうに考

えてますっていう話があって初めて我々と保護者と話をして、じゃあどうし

ていきましょうというのが順序だと思うんですよ。今回ってもうゴール決ま

って持ってきてるじゃないですか。そこがそもそもの問題。さっき言ってるの

と重複してますけども。自分同じことさっきも言ってますけども。やっぱ間違

ってる、このやり方が。今、我々今いろいろ意見言いました。先程、こういう

意見を真摯に受けとめて考えます。考えただけでどうするのと。どう皆に返す

のか。例えば紙 1 枚でやっぱり決まりましたって返すのか、メールで市役所の

ホームページに載せましたで終わるのか。もう 1 回こういう説明会をしてち

ゃんともう 1 回説明するのか。本来は 1 回目がさっき言ったように対等の意

見を言い合って議論する場であって、2 回目に説明会を受けるなり何なりして

決まりましたとかっていう順序が必要だと思うんですよ。今それをすっ飛ば

してます。だからもう 1 回この今出すものがもう決定してるような言い方を

ずっとされてますけども、これを 1 回取り下げた状態でもう 1 回話をして、

やっぱりやりますやっぱりやりませんとかっていうのが本来丁寧な対応です、

と思ってます。そういうのをやるのかやらないのか。第 2 回目の説明会なり、

そういったものをもう 1 回丁寧にやるのかどうか。どうでしょう。 

 

教育委員会：繰り返しにはなるんですけれども、その外部委員の意見を元に教育委員会の方

針を決めました。その後皆様からご意見をいただきたいということで、アンケ

ートをとらせていただきました。紙をバーッとばら撒いたというような乱暴
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なものではなくて、きちんとアンケートの趣旨を動画にして、丁寧に説明も付

け加えた上でアンケートにお答えいただくと。それは小学校の保護者だけじ

ゃなくて、未就学児の保護者であったり、地域の方であったり、誰でもアンケ

ートにお答えできるような形で、公民館に設置をしたりして小学校の皆様に

は学校を通じて、全員の保護者に行き渡るようにしましたし、未就学児には郵

送で全員に送らせていただきました。そこできちんといただいた意見を考慮

した上で、今回ご提案といいますか、ご説明をさせていただいておりますので、

別に皆様のご意見を全く聞かずに進めたということは我々ないというふうに

は考えております。 

 

保 護 者：でも改めてこういう意見がいっぱい出てるわけですよね。 

 

保 護 者：その後白紙になったんじゃないないんですか。 

 

保 護 者：だからそうそう聞いてるのもあるし、なんかこう言ってることがちょっと違う

んじゃないかって。そうだったらこんなに意見言わないよ皆。納得して終わる

はずなんだけれども、皆納得してませんよね。自分もちょっと聞いてても、ち

ょっと一方通行な感じで説明会してるってことイコール決まったことを説明

してるみたいな言い方に聞こえるんです、自分がね。さっき言ったことは、事

務的にやったことはやってるのかもしれないけれども、それが果たしてちゃ

んと、アンケートだって意見を聞いてるだけじゃない。それを踏まえて決めた

ってのはわかる。そういうふうに考えた。それのやりとりが全くなさ過ぎて、

だからこうなってるんですよ今、おそらく。もし賛成の方がいたら申し訳ない

ですけどね。いるかもしれないけれども、自分が感じてる限りでいくとおそら

く反対の人が多いんじゃないかなと思うってことは成り立ってないんじゃな

い。 

 

保 護 者：その点はアンケートでも山三との統合はもう絶対嫌っていう保護者の方がか

なり多かったんです、答えとしてね。やっぱこの保護者からしてね。だからそ

れを何で持ってきたのかなって。 

 

教育委員会：先程、白紙になったんじゃないかっていう話、確かにアンケートのやってる最

中にスケジュール等の白紙というのはございました。で、一旦藤白台小学校を

令和 4 年に取り組んで、それが終わったら山五小でいきますというご説明も

説明会を開いてさせていただきました。で、役員、ＰＴＡの役員さんとかいる

中で、アンケートの方をどうさせていただきましょうと。どう取り扱いさせて



24 

 

いただきましょうというような投げかけもさせていただきました。そうしま

したら返ってきたお答えがアンケートは続けて欲しいと。なお、延長してちゃ

んと皆様の意見を聞いてそれを反映きちんとすべきなんやと思うというふう

なお答えをいただきました。それでアンケートを延長して実施させていただ

いて、ここにいらっしゃる方もそうでしょうけども、ここに来ていない方、本

当地域全体の方のお声を聞かせていただいて、我々判断をさせていただいた

という次第です。 

 

保 護 者：延長というかそういう時間をしっかりとるという検討はされないんですか。も

うこんだけ出てて。失礼な言い方すると最小限の被害で済むからという被害

者だとしか思えなくて、最小限で済むからあれはちょっといいっかとかそう

いうので捉えてどうしてもしまうんですけど。今、皆さん繰り返しになります

けど、そのことでこんだけ検討するということも、時間をかけて子供たちのこ

とも時間をかけてもっと交流だったりとか、決定とかではなくて、もう少し延

ばすという検討はされるつもりはないですか。もう 2 年後とかじゃなくって

もっとそれぞれの学校の交流だとかそれぞれを全てわかるのに、この期間で

は分かれるとは思わないんです、全く。それについてはもう期間をしっかり取

ってじっくり見ていくっていうその検討はされるつもりはないですか。 

 

教育委員会：時間が短過ぎるんじゃないかというのはもう終始一貫して皆様から今日いた

だいたお答えなのかなあというふうには思っております。我々としましては、

昨年 11月ぐらいに藤白台小学校についての実施計画という形で一定形を作ら

せていただいて、そこからずっと担当の方で分析であったり、シミュレーショ

ンであったり、現地で何度も足を運ばせていただいて、通学路とかも見させて

いただいたりと。アンケートの皆様のお声もきちんと受けとめた上で組み立

てて、本日ご説明をさせていただいておるので、我々としてはそんなに拙速に

事を進めているというような認識ではないです。 

 

保 護 者：すいません。藤白台の知り合いがいるんですけど、選択になったというふうに

聞いてるんです。青山台に行くのに藤白台の方でエリアはもうここで決まり

ました。そこの今通ってる方は選択で通ってくださいっていう形になってる

というふうに聞いているんですけども、それだと南山田の話に戻すと、じゃあ

ハッピーじゃないんじゃないかっていう話になりますよね、結局。南山田も多

いからじゃあこっちに回してきたらどうですかっていうのが適用されて、そ

れは皆がハッピーになれないから適用しませんよっていう話で、こちらの山

五は山三に行くのが一番いい話だと思うんですっていうふうに伺ったと思い
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ますけど、じゃあ藤白台の子は半分に割られてるのに、南山田の子は半分に割

るのはかわいそうだっていう議論が通ってるっていう話になっちゃうんじゃ

ないかなっていうのと。まあそれはどうでもいいんですけれども。今さっきか

ら話に出てて中学校の件なんですけれども、山中と西山田が選べますよって

いう話で、私今 4 年生の子供がいるので現時点では選ばせていただけるんだ

なっていうふうに思うんですけれども、1 年山三に行かせてもらってっていう

不安がものすごくあるのと、山中と西山田中学校の偏差値の違いだったりと

か、それで選択肢っていうのはものすごく変わってくると思うんです。そうい

うところも説明のない上で選択してもらっていいですよっていうのってどう

なんかなっていうのと、あとさっきも伺った、じゃあ選択肢やめましょうかみ

たいなのはちょっとすごく強行というか、不安を煽る発言だなっていうふう

にすごく受けとめました。 

 

教育委員会：中学校の選択制ということで、どちらの中学校行かれるかっていうのは非常に

お子さんのお気持ちと、保護者の方のお気持ちと、両方あるという中で本当に

難しいっていうところは我々も考えております。その中では、中学校のどちら

も本当はいい中学校になっていくっていうところ、必要だとは思いますけれ

ども、一定の情報が出せないかとかその辺りは整理をさせていただければな

というふうに考えております。 

 

保 護 者：今高 2 の息子にもしかしたら一番下の子は西山田中学校に行くことになるか

もしれないっていう話をした時に、第一声はやめといた方がいいでだったん

ですよ。一番上の子は精神的にちょっと弱い子で、山五小学校の規模が小さい

ので中学生になった時に大変苦労はしたんですけれども、人間関係で人が増

えるので、そういう心配はあったけれども、本人なりに乗り越えて成長してそ

の第一声。何でって聞いたら、大きな大手の塾に通ってたんですけど、クラス

が 4 個か 5 個くらいある中で、上の 3 クラスぐらいは 6 割が山中生だったと。

2 年前の情報なんですけどね、中 3 の時の情報なんで。西山田の子は、下の方

のクラスに割合はそんな多くはないけども何人かいたぐらいだというふうに

言ってたので、なんか偏差値がまず違う。だから、もう一番下の子を可愛がっ

てるんで、行かせない方がいいよみたいなことを言われたんです。そういう心

配も私はあります。 

 

教育委員会：偏差値の話をちょっと我々もそこまで、それをお示ししてということにはなら

ないのかなというふうには考えております。中学校として、ホームページ等で

お示しをしております実際の校風ですとか、クラスですとか、そういったもの
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を見ながら、見ていただきたいなというのと、あとどんな情報が出せるのかと

いうのは検討させていただきたいなというふうに考えております。 

 

保 護 者：すいません。1 年生と高 1 の子供がいます。先程から議事録にまとめて、検討、

検討って何度かおっしゃいますが、その議事録は私たち保護者にも全て見せ

ていただけるんでしょうか。今回初めて説明会に参加したんですけれども、未

就園児の会も前回の会も私は参加できていませんし、あと地域の集まりでも

こういう場があったと聞きましたが、その時に出た意見などを皆さんちゃん

と知りたいんじゃないかなと思うんですね。それに対しての市としての意見

を皆に、全員に、例え分厚くなっても全部開示していただけるのか。それはど

うでしょうか。 

 

教育委員会：こういった皆様からのご意見、我々の回答といったところはきちんと議事録に

して、未就学児の分もあわせてホームページでアップをきちんとさせていた

だいて。 

 

保 護 者：ホームページではなく皆さん自分から。ホームページにアップするんだと、こ

ちらは見せてます、見るも見ないもどうぞ。ではなく、こちらはこれだけのこ

とをしましたという誠意として多分皆紙としていただきたいと思うんです。

こっちは見せてるよって。あ、見てないの。うちは見せてるつもりだったけど

ね。では困ると思うんですね。 

 

教育委員会：わかりました。そうしましたらホームページにアップをして、学校を通じてホ

ームページにアップしたのでご覧くださいというような通知を合わせてさせ

ていただきます。 

 

保 護 者：それはそれでいいんですけれどもそれはいつぐらいにされますか。 

 

教育委員会：10 月上旬までにはご対応させていただきたいと思います。 

 

保 護 者：上旬となったら 10 月 10 日までには確実にアップされるということの認識で

よろしいでしょうか。 

 

教育委員会：はい。そのような 100％何があるかちょっとわからない中ではあるんですけれ

ども、我々としては 10 月上旬、10 日ぐらいまでにアップするのに全力を尽く

します。 
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保 護 者：10 日にアップするということはこちらには 8 日、9 日くらいまでには遅くと

も 10日にこの議事録をアップしますというお手紙をいただけるという認識で

いいでしょうか。 

 

教育委員会：事前になるのか、大体同タイミングになるのか、そこはちょっと事務的な流れ

があるので。 

 

保 護 者：事後にはならないようにお願いしたいと思います。息子が 3 年間山中に通いま

して、山中の手厚さ、トラブルをまず起こさないような対応、万が一何か起こ

った時にはすぐにご連絡くださる、ものすごくきめ細かな対応をしていただ

きまして、娘、下の子にも通わせたいと思ってるんですけれども、もし彼女が

西山田に行ったとして、お友達がいるから西山田中学校がいいと言う未来だ

ったとします。その時に西山田中学校は、例えば山中のように学年別に 3 年生

はこの階段しか使えない、2 年生はこの階段しか使えない、1 年生はこの廊下

しか使えないもう学年別に先輩後輩によるトラブルがない、最善の努力をさ

れていると感じるんですけれども、それを市として市内全ての中学校がされ

ている対応なのか、山中だけがされている対応なのか、などという細かいこと

を教えていただきたい、保護者に。山中は上の子が行っているからというお友

達とか連絡とる、知る手段があります。西山田に関しては全くわかりません。

あと、山中が南山田から。今の考えでいくと南山田小学校だけになるとします。

東山田中学校ものすごく人が溢れています。3 小学校が一緒になりますよね。

その時にまた中学校を見直すとなった時に、山五の子は今は選択制をできま

すが、例えば山二を山中に溢れてきて流れ込んできます。もう山五の子はもう

いっぱいなんで西山田だけにしてくださいという選択肢の未来になるのか、

っていろいろ不安があるんですけれども、その辺は中学校に関しての校区な

どは今は一切考えておられない状況ですか。 

 

教育委員会：我々、毎年住民基本台帳と実際の小学校、中学校の児童生徒の在籍数というと

ころを元に、あと住宅開発の届け出の状況なんかも加味して推計を行ってお

ります。現時点の推計を確認する中で、中学校区を変えないといけないことの

課題があるという認識はございませんので、今の中でそういった検討はして

おりません。 

 

保 護 者：あと 1 点なんですけれども、西山田中学校には子供がそっちがお友達がいるか

らいいと言って選択した場合、1.8 キロってものすごい距離ですよね。中学校
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になると皆ほとんどの子は多分塾に通って部活もしてっていうふうになる子

が多いんですけれども、その場合 6 時半、山中でも 6 時半に帰ってきて 7 時

に家を出なければいけない。そのまま 9 時 40 分まで塾の授業がある。でもそ

れは少数派ではなく、結構まあまあな人数が塾に行くので 1.8 キロというのは

どこで帰ってきて、1 回帰れるか帰れないかの時間がかかると思うんですね。

私の地元では自転車通学が認められていました。部活をやっている子は 1.2 キ

ロ以上、部活をやっていない子は 1 キロ以上だと自転車通学を選べました。吹

田というか大阪で中学生が自転車通学をしているのは見たことないんですけ

れども、それを可能にするような計画などは視野に入ってますか。 

 

教育委員会：他市の状況も当然ながら把握させていただいていて、自転車通学の必要な距離

というところはまあ基準は結構バラバラではあるんですけれども、大体 2 キ

ロを超えてるぐらいなのかなという他市状況で把握させていただいておりま

す。そういった中で、すぐさま自転車通学を認めないといけないというような

状況には、このケースに関しては当てはまらないのかなという理解でおりま

す。あとすいません。議事録の話なんですけれども、我々が実施させていただ

いた説明会っていうのが、未就学児の保護者さんとこの小学生の保護者さん

というところで、地域の方の説明会というお話もあったんですけれども、そこ

に関しましては我々教育委員会ではなくて市長部局の所管になりますので、

そこに関してはちょっと我々の判断が及ばないところで開示して欲しいとい

うようなご意見があった旨はきちんとお伝えさせていただきたいと思います。 

 

教育委員会：時間も 1 時間オーバーしておりますけれども、この説明会のご案内をさせて

いただいた文書の中にメールアドレス等も書かせていただいておりますので、

ご意見等ございましたらそちらの方でいただけましたら、またご質問でした

らご回答させていただきますし、ご意見でしたらアドバイスとして受けさせ

ていただきます。また、パブコメの方も昨日から 10 月 17 日までやっており

ますので、そちらもご活用いただけたらというふうに考えております。本日は

本当にお忙しい中、貴重なお時間をとって来ていただいて、なおかつ、ちょっ

と時間がオーバーしてしまいまして、誠に申し訳ございませんでした。本日は

お忙しいところ本当にありがとうございました。 


